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写真１. 1700年代　古代のオリーブ粉砕器（柏の木） 

バルドリーノ・チェーザノ　オリーブ博物館（ヴェローナ）
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第1章



オリーブの栽培：神話と歴史

オリーブ栽培の始まりは、紀元前4000年紀、現シリアとパレスチナの地区だとされてきました。しかし、1970年代、イタリアの考古学調査団がシリアにある古代都市国家エブラを発見したことにより、現在では栽培が始まった年代を繰り上げた説が有力となっています。王宮内の文書庫から、1万7千にも及ぶ楔形文字が刻まれた粘土板が発見され、紀元前3000年紀以降に古代中東アジアでの文化・経済の中心地であったことが明らかとなりました。オリーブの歴史を辿るにあたり、この古代都市国家エブラに注目する理由は、発見された碑文に関する資料にこの地でブドウ、そしてオリーブの栽培が行われていたことが記されていたのです。王宮から発見された所蔵品の中には、5,635個ものオイル用の壺が、また、別の資料からは129個にもおよぶ高価なオイルを貯蔵するための壺が発掘されたとことが分かっています。他の地域から持ち込まれたのではなく、この地にあるオリーブの木から作られたもので、エブラに存在していたオリーブの品種が列挙された資料も見つかっています。

実に興味深いことは、王宮内には食事を準備するための部屋、穀物粉砕室、調理室、そしてオリーブからオイルを搾取するための部屋と分けられていたのです。

こうして、オリーブ栽培はギリシア諸島（クレタ・キプロス・ロドス）へと広がっていくのです。

オリーブの木は、ヘラクレスによってオリンピアの地に初めて植えられたとされています。ギリシャ神話の神、クレタ島の英雄。起伏の激しい山脈と山林地帯が広がる地形から、ぶどう、オリーブ、栗、イチジク、りんご、くるみなどが栽培に適し、ある種、ギリシャ人にとってはオリーブ栽培をするより他なかったのです。

クレタ島の北にあるサントリーノ島では、最も古い石造りのオリーブ粉砕機が見つかっています。紀元前4000年前からクレタ・エジプト文明として現存するこの島は、紀元前2000年紀に島の一部が海底火山の爆発的噴火により灰の下に埋められました。

オリーブ栽培は、ギリシャ人、フェニキア人の功績により地中海へ広がり、イタリアでは紀元前7世紀よりシチリアから始まったとされています。

古代ローマ時代になると、オリーブ栽培は地中海沿岸全体へと広がります。大プリニウスは著書「博物誌」の中で、15種類ものオリーブを挙げています。 

ローマでの栽培は、古代ローマ都市開拓の前に始まりました。しかし、ローマの人々は、イタリア領土を拡大するための戦いに懸命になり、栽培の難しい樹木オリーブより穀物の栽培に専念したのです。おそらくこの時から、オリーブは平和と未来の象徴となったのでしょう。古代ローマ皇帝の衰退とヴァイキングの侵略により、オリーブ栽培とオリーブオイルの生産は大打撃を受けました。

中世時代、聖なるものとして唯一オリーブオイルを生産していたのは、聖職者、主にベネディクト派の人々でした。リグーリア州特産のオリーブ「ラ・タッジャスカ」は、その名の通り、紀元1100年前後にオリーブ栽培を開始したベネディクト派が生活していた、タッジャ修道院に由来しています。 

オリーブ栽培と修道士との関係は、ペルージャに伝わる中世時代の話からも窺えます。そこには、スバシオ山の修道長が、聖フランチェスコの修道院訪問の機会に、オリーブを毎年寄贈するという習慣が語られています。

中世時代前期後半の紀元1000年を過ぎ、ようやくオリーブがイタリア半島全体に再び普及し始め、特にトスカーナ州で盛んとなります。ベネチアとジェノヴァの人々の力により植樹が広がり、とりわけベネチアの人々はプーリア州、地中海の島々、デンマークへと普及していきました。アブルッツォ州からベネチア、デンマーク諸島へのオリーブについての中世時代中期・後期の重要な貿易記録も残されています。この時代から先にイタリアでオリーブ栽培が中断されることはありませんでした。実際に、我々の国イタリアでは常に、世界でのオリーブオイル生産量上位に位置しています。

昔から、オリーブは地中海周辺の国々では重用されていました。古代ローマの作家コルメッラは農業に関する著書「デ・ルスティカ」で「存在しうる樹木の中で、オリーブは最も重要な木である（olea prima omnium arborum est）」と記しています。多様な使い道や、物々交換の対象となり得ることを考えると、誇張した表現でもないといえます。食品としての利用以外に、オリーブオイルはランプや、競技用選手の体に塗るため、化粧や薬を作ることに利用されていました。ホメロスは「黄金の液体」と、古代の偉大な医師ヒポクラテスは「最強の薬」と呼びました 。

オリーブは、あらゆる古代文明で聖なる木と考えられていました。

エジプトでは、紀元前12世紀のパピルス文書から、ラムセス大王が、ラー神の祀られているヘリオポリスにある聖堂のランプは、オリーブの大木から搾取されるオイルで作るよう命じたことが記されています。

ユダヤ人にとっては繁栄と平和、再建の象徴でした。よく知られている話ですが、ノアの方舟のくだりで、大洪水の終焉はオリーブの枝をくわえて帰ってきた鳩により告知されました。「旧約聖書」から、アロマエッセンスと混ぜられたオリーブオイルは、王や司祭に捧げるために使用されことがわかっています。神自らが、聖なるオイルの製法をモーセに伝え、契約の箱とそれを覆う幕を濡らすよう命じました。モーセに対して、神ヤハウェは「アロンとその息子たちも司祭のもとで私のために捧げ、このオイルで濡らしなさい。そして、イスラエルの人々に伝えよ。『諸君らの時代からは、これが聖なる塗油となる』」(出エジプト記 31章　22－23)　このオイルでサムエルはユダヤの初期の王らを奉献しました。キリスト教徒にとって、オリーブはキリスト自身の象徴であり、その塗油は神自らが施すものです。イエスの生涯には、相反する時期に深く関係しています。「エルサレムへの入城」と「ゲッセマネ」。オリーブの枝が配られる枝の主日として現在も祝される、エルサレムに入城する歓喜の瞬間、そしてキリストが捕えられる前に祈った場所、オリーブ山の東側の傾斜にある農場、アラム語ではオリーブの搾油所という意味をもつ、苦痛の瞬間、ゲッセマネ。 アロマエッセンスに混ぜたオリーブオイルは、キリスト教では、洗礼式、堅信礼、亡き人に対して、司祭の命じ、その他の典礼に使用されます。

トスカーナ州シエナ出身の多くの画家は、「受胎告知」を元々のユリから差し替え、平和の象徴であるオリーブを描いています。ただし、宗教が理由というわけではないようです（ユリは敵視している隣町フィレンツェのシンボルである）。

ギリシャ人にとって、オリーブは神からの贈り物でした。神話によると、アッティカの領有権をかけた争いの最後に、芸術・知識の女神アテナは、オリーブの樹をアクロポリスに植え、勝利の手はアテナに与えられました。海の神ポセイドンがトリアイナで地面を叩き、その場所に海水の泉を湧き出させたことよりも有効だと、ゼウスから認められたからです。もう１つの説としては、ポセイドンが戦闘目的のために人類に馬をもたらしたが、それも前説と同様、オリーブに比べ有効性が低いと判断されたのです。

神同士の戦いにより、アテネという地が誕生します。アテナに捧げるために、アクロポリスのもとに建てられた地、そしてその北側には神殿エレクティオンが建てられました。この神殿の中庭には、伝説によるとアテナによって作られたオリーブの樹が納められていました。女神アテナの象徴であるフクロウとオリーブの枝が描かれた、その時代の貨幣からも女神アテナとアテネの人々との繋がりが表れています。

OEBPS/images/cover.jpg
Giosue Della Porta

Todo sobre el aceite de olivaextravirgen






OEBPS/images/image066.jpg





